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№６４７

ぼ
く
も
育
て

ぼ
く
も
育
て
たた

自
慢
の
牛
で

自
慢
の
牛
で
すす



HGスタイルでパレードに参加HGスタイルでパレードに参加！！上厚真児童全員がよさこいを披上厚真児童全員がよさこいを披露露GB大会で前夜祭が幕開GB大会で前夜祭が幕開けけ

前夜祭を楽しむ伊藤岩手県奥州前夜祭を楽しむ伊藤岩手県奥州市市
収入収入役役（（前 前 前沢町長前沢町長））と藤原町と藤原町長長

ぜん

パレードの先陣パレードの先陣はは中央小鼓笛隊中央小鼓笛隊

前夜祭を盛り上げた北海道大学「縁」の皆さ前夜祭を盛り上げた北海道大学「縁」の皆さんん

み
ん
な
の
熱
意
で
雨
が
 止
 み
や

１
、
１
０
０
人
踊
り
パ
レ
ー
ド
や

各
団
体
な
ど
の
ス
テ
ー
ジ
で

大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
前
夜
祭

バム　２００６．６．１７～１８

１，１０１，１０００人踊りパレードが始まると雨はうそのように止み、踊り手たちが市街を練り歩人踊りパレードが始まると雨はうそのように止み、踊り手たちが市街を練り歩くく

１７

賑 賑 わう田舎まつり前夜祭会場の夕景（表町公園わう田舎まつり前夜祭会場の夕景（表町公園））
にぎ

１０周年を迎えたあつま騒乱舞姿のよさこいの１０周年を迎えたあつま騒乱舞姿のよさこいの舞舞

勇壮に大旗が宙を泳勇壮に大旗が宙を泳ぐぐ お兄ちゃんの肩車最高お兄ちゃんの肩車最高！！

毎年前夜祭毎年前夜祭にに華 華 を添えていただいている自衛隊音楽隊の皆さを添えていただいている自衛隊音楽隊の皆さんん
はな



第34回

田舎まつり

フォトアルバ

どの出店もさくさんのお客さんで盛どの出店もさくさんのお客さんで盛況況

「昨日採ってきた厚真産のフキだよ「昨日採ってきた厚真産のフキだよ」」

緑
と
青
空
に
包
ま
れ
て

観
て
、
聴
い
て
、
食
べ
て
、
飲
ん
で
、

釣
っ
て
…
…
…
…
…
楽
し
ん
だ

盛
り
だ
く
さ
ん
の
 本
祭
 

ほ
ん
ま
つ
り

ポニーと遊ぼう会場でこぼれる笑ポニーと遊ぼう会場でこぼれる笑みみ 赤ちゃんもまつりを楽ちみまち赤ちゃんもまつりを楽ちみまちゅゅ 佳山明生さんと「氷雨」をデュエッ佳山明生さんと「氷雨」をデュエットト 吉村明宏さんのおもしろトー吉村明宏さんのおもしろトークク

あいさつをする岡部実行委員あいさつをする岡部実行委員長長

釣果は最高！ニジマス天釣果は最高！ニジマス天国国 必ずあるよ必ずあるよごご利益 利益 
りやく

会場会場にに轟 轟 く塊打太鼓の響く塊打太鼓の響きき
とどろ

１８
歌謡ショーに出演した3人と町内の福祉施設に入居している方々と記念撮歌謡ショーに出演した3人と町内の福祉施設に入居している方々と記念撮影影

厚真ダム会場に立ち上る煙はもちろん名物ジンギスカンの炭火厚真ダム会場に立ち上る煙はもちろん名物ジンギスカンの炭火焼焼



　

一
、「
生
ご
み
」・「
も
や
せ
る
ご
み
」・「
も
や
せ
な
い
ご
み
」・「
ビ
ン
」・
　

　
　
「
缶
」
・
「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
」
・
「
紙
パ
ッ
ク
」
の
７
種
類
に
分
別
す
る
。

一
、
出
し
方
で
特
別
に
指
示
の
あ
る
も
の
以
外
は
必
ず
組
合
指
定
の
ご
み
袋

　
　
（
町
内
の
商
店
な
ど
で
販
売
）
に
入
れ
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
す
。

一
、
ご
み
と
資
源
物
の
収
集
指
定
日
（
曜
日
）
を
確
認
し
、
必
ず
収
集
日
当

　
　
日
の
朝
（
午
前
８
時
　
分
ま
で
）
に
収
集
す
る
も
の
だ
け
を
出
す
。

３０

一
、
新
聞
・
雑
誌
・
ダ
ン
ボ
ー
ル
な
ど
は
、
学
校
や
こ
ど
も
会
ま
た
は
廃
品

　
　
回
収
業
者
な
ど
の
回
収
運
動
の
際
に
引
き
取
っ
て
も
ら
う
。

一
、
資
源
物
を
出
す
時
は
、
必
ず
容
器
の
ふ
た
を
は
ず
し
、
中
を
す
す
ぐ
こ

　
　
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
、
ル
ー
ル
を
守
っ
て
出
す
。

一
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
は
、
一
度
に
多
量
の
ご
み
を
出
さ
な
い
。
量
が

　
　
多
い
場
合
は
、
何
回
か
に
分
け
て
出
す
か
、
自
分
で
直
接
組
合
処
理
場

　
　
に
搬
入
す
る
。

一
、
粗
大
ご
み
、
引
越
し
な
ど
に
と
も
な
う
多
量
の
ご
み
は
、
自
分
で
組
合

　
　
処
理
場
搬
入
す
る
か
粗
大
ご
み
収
集
の
時
に
出
す
。

一
、
日
曜
日
は
収
集
と
処
理
場
の
受
け
入
れ
は
行
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
ゴ
ー

　
　
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
・
年
末
年
始
は
収
集
日
程
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
る

　
　
の
で
注
意
す
る
（
変
更
の
場
合
は
お
知
ら
せ
し
ま
す
）。

一
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
個
人
の
ご
み
置
き
場
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
使
用

　
　
す
る
全
員
が
責
任
を
持
っ
て
管
理
し
、
周
辺
の
環
境
衛
生
の
た
め
、
収

　
　
集
日
以
外
は
絶
対
に
ご
み
を
出
さ
な
い
。

一
、
苫
小
牧
市
の
処
理
施
設
に
直
接
持
ち
込
む
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

ご
み
の
出
し
方
十
カ
条

ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみのののののののののののののののののののの分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別ででででででででででででででででででででききききききききききききききききききききてててててててててててててててててててていいいいいいいいいいいいいいいいいいいいまままままままままままままままままままますすすすすすすすすすすすすすすすすすすすかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかごみの分別できていますか？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？

貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重なななななななななななななななななななな資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源ははははははははははははははははははははリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリササササササササササササササササササササイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイククククククククククククククククククククルルルルルルルルルルルルルルルルルルルル貴重な資源はリサイクルををををををををををををををををををををを

ま
ず
は
ご
み
の
分
別

○
×
ク
イ
ズ

１２３４５６７８９　１０

□□□□□□□□□□
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
ふ
た
（
キ
ャ

ッ
プ
）
は
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
と

同
じ
で
資
源
物
で
す
。

油
（
食
用
）
は
凝
固
剤
で
固
め

て
生
ご
み
袋
へ
。

生
花
は
、
生
ゴ
ミ
で
す
。

洗
剤
の
容
器
に
　
　
マ
ー
ク
が

付
い
て
い
る
の
で
資
源
物
で

す
。

豚
や
鳥
の
骨
は
、
も
や
せ
る
ご

み
で
す
。

ペ
ッ
ト
用
の
ト
イ
レ
砂
は
も
や

せ
る
ご
み
で
す
。

乾
電
池
は
、
も
や
せ
な
い
ご
み

な
の
で
指
定
の
青
色
の
ご
み
袋

に
入
れ
る
。

ホ
タ
テ
貝
や
ホ
ッ
キ
貝
の
殻

は
、
生
ご
み
で
す
。

粉
ミ
ル
ク
缶（
容
量
２
㍑
以
下
）

は
、
も
や
せ
な
い
ご
み
で
す
。

マ
ヨ
ネ
ー
ズ
の
容
器
は
、
中
身

を
使
い
切
っ
て
、
青
色
の
も
や

せ
な
い
ご
み
袋
へ
入
れ
る
。

答えは次のページの下にあります

平成１３年からごみなどの分別収集が、３種類から

７種類になり５年が経過しました。

町民の皆さんのご理解とご協力により、分別収集

は定着していますが、一部で分別が守られていない

ためにごみステーションボックスにごみ袋が残っ

ていることもあるようです。

本格的な夏を迎えています。ごみステーションボ

ックス周辺に住んでいる方に迷惑をかけない、収集

する人の身になってごみなどを出したいものです。

また、限りある貴重な資源をムダにしない気持ちを

持つことも大切です。

ごみの減量化、環境美化、資源のリサイクルなど

の視点で７分別収集を今一度見つめ直し、なおいっ

そうのご協力をお願いします。

７種のごみ分別収集に移行して５年



■
答
え

１
×
不
燃
ご
み
で
す
（
青
色
の
指
定

袋
）。

２
×
油
は
、
紙
や
布
に
浸
み
込
ま
せ
る

か
凝
固
剤
で
固
め
て
も
や
せ
る
ご
み
の

袋
に
入
れ
ま
す
（
赤
色
の
指
定
袋
）。

３
×
可
燃
ご
み
で
す
（
赤
色
の
指
定

袋
）。

４
×
洗
剤
や
シ
ャ
ン
プ
ー
な
ど
の
容
器

は
　
　
マ
ー
ク
が
付
い
て
い
て
も
不
燃

ご
み
で
す
（
青
色
の
指
定
袋
）。

５
○
生
ご
み
で
は
あ
り
ま
せ
ん
（
赤
色

の
指
定
袋
）。

６
○
可
燃
ご
み
で
す
。
た
だ
し
、
砂
だ

け
で
い
っ
ぱ
い
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い

（
赤
色
の
指
定
袋
）。

７
×
指
定
袋
で
は
な
い
透
明
な
袋
（
レ

ジ
袋
な
ど
）
に
入
れ
て
不
燃
ご
み
収
集

日
に
出
し
ま
す
。

８
×
可
燃
ご
み
で
す
（
赤
色
の
指
定

袋
）。

９
×
ミ
ル
ク
缶
を
含
め
て
２
リ
ッ
ト
ル

以
下
の
大
き
さ
の
缶
は
資
源
物
（
無
色

の
指
定
袋
）
で
、
そ
れ
を
超
え
る
缶
は

不
燃
ご
み
で
す
。

　
×
可
燃
ご
み
で
す
（
赤
色
の
指
定

１０袋
）。

ポイント収集する曜日指定袋種　類

よく水を切って袋に入れる。水分の多いものや悪

臭が発生しやすいものは新聞紙で包んで出す。

月曜

木曜

黄色の
半透明袋

生ごみ

口に入るものの容器類はもやせるごみ、それ以外

はもやせないごみ。

新聞紙・雑誌などは廃品回収などに出しましょう。

火曜

土曜

赤色の
半透明袋

もやせるごみ

（可燃ごみ）

包丁やガラスなどのケガのしやすいものは厚紙な

どに包んで出す。スプレー缶などは、火災の原因

になるので中身を使いきってから出す。

金曜
青色の
半透明袋

もやせないごみ

（不燃ごみ）

キャップをはずし、中をすすいで出す。キャップ

は「もやせないごみ」へ。

　　マークの表示のものに限りますが、洗剤など

は表示があっても「もやせないごみ」へ。

第１・第３

水曜
（第５は休み）

無色の
半透明袋

ペットボトル
　清涼飲料、酒類、調味料など

軽く洗い、

開いてひもで縛って

出す。

第１・第３

水曜
（第５は休み）

ひもで

縛って出す

（袋に入れない）

紙パック
　牛乳、ジュース、酒類など

キャップをはずし、中をすすいで出す。キャップ

は「もやせないごみ」へ。また、食用油のビンは

「もやせないごみ」へ。

第２・第４

水曜
無色の
半透明袋

ビン
　酒類、調味料、栄養ドリンクなど

食用油の缶や容量が２リットルを超える大型の缶

は「もやせないごみ」へ。

第２・第４

水曜
無色の
半透明袋

缶
　ビール、清涼飲料、粉ミルクな

　どのアルミ缶やスチール缶

ごみや資源物は7種類に分別して出しましょう

「ごみ分別の手引き」がない

方、また、ごみに関する相談・

問い合わせ先

　役場町民課生活環境係

　　（緯２７－２３２１内線２３２）

芦

斡

梓

扱

鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵

鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵

圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧

圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧

ごみ分別のバイブル

「ごみ分別の手引き」をもう

一度じっくり読んで正しい

分別を行いましょう！



　

ポリプロピレンを使用した石油製

品。

食品容器、収納容器、フィルム、浴

用品など。
石
油
製
品
リ
サ
イ
ク
ル
マ
ー
ク

プラスチック製容器包装の表示。た

だし、飲料用、しょう油ペットボト

ルは除く。

この表示をつけることが義務化され

ました。

識
別
表
示
マ
ー
ク

ポリスチレンを使用した石油製品。

トレー、植木鉢、おもちゃなど。

紙製容器包装の表示。ただし、ダン

ボール、アルミニウムを使用してい

ない飲料用紙パックは除く。

この表示をつけることが義務化され

ました。

そのほかの石油製品。

スチール製（鉄鋼石）容器包装の表

示。ジュース缶などに多く使われて

います。

再生紙の古紙含有率（１００％）を示す

表示です。

そ
の
ほ
か
の
リ
サ
イ
ク
ル
関
連
マ
ー
ク

アルミニウム製（ボーキサイト)容器

包装の表示。ジュース缶、ビール缶

などに多く使われます。

古紙再生紙であることを示す表示で

す。

トイレットペーパー、ノート、ＯＡ

用紙などに使用されています。

ダンボール製容器包装の表示。

特に義務化はされていませんが、自

主的に関係業界団体が採用していま

す。

ＰＥＴボトルリサイクル推進協議会に

よって認定されたＰＥＴボトルをリサ

イクルした再生品であることを示す

表示です。

紙パック製容器包装の表示。

特に義務化はされていませんが、自

主的に関係業界団体が採用していま

す。

牛乳パックの再利用マークです。

ペット樹脂を使用した石油製品。

ペットボトル、カセットテープ、ビ

デオテープなど。

石
油
製
品
リ
サ
イ
ク
ル
マ
ー
ク

エコマーク。焼却する際に有毒ガス

を発生しない、詰め替えができるた

めすぐにゴミにならないなど、環境

への負担が少ない製品であるという

表示です。

高密度ポリエチレンを使用した石油

製品。

レジ袋（スーパーの袋）、バケツ、灯

油ポリ缶、弁当箱など。

統一美化マーク。飲料容器の散乱防

止、リサイクルの促進を目的に制定さ

れたマーク。法律で義務化されたもの

ではありませんが、環境保護を象徴す

るマークです。

塩化ビニール樹脂を使用した石油製

品。

ラップ、農業用ビニール、パイプ、

ホースなど。

パソコンなどのＯＡ機器の画面で一

定の省エネルギー基準をクリアした

製品につけられているマークです。

低密度ポリエチレンを使用した石油

製品。

ラップフィルム、農業用シート、ポ

リ袋など。

あああああああああああああああああああああなななななななななななななななななななななたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたはははははははははははははははははははははリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリサササササササササササササササササササササイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイクククククククククククククククククククククルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルマママママママママママママママママママママーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーククククククククククククククククククククク博博博博博博博博博博博博博博博博博博博博博士士士士士士士士士士士士士士士士士士士士士！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！
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（町外）

ダイシン設計㈱　三共舗道㈱　パブリックコンサルタント㈱　上山試錘工業㈱　地崎道路㈱　北海道朝日航洋㈱　丸大大金畜産㈱　(有)南

川商店　新栄機械産業㈱　㈱西村建築設計　㈱創建社　㈱日水コン　豊和工業工事㈱　世紀東急工業㈱　フクタカ工業㈱　㈱宮本工業所

　㈱シン技術コンサル　フジクリーン工業㈱　㈱岡田設計　㈱日本工房　㈱城口研究所　五洋建設㈱　北海電気工事㈱　㈱朝日工業社　

前田製管㈱　日本体育施設㈱　田井自動車工業㈱　共和コンクリート工業㈱　日本道路㈱　㈱タナカコンサルタント　苫小牧ヤクルト販

売㈱　㈱信和　シバタ技術コンサルタンツ㈱　道路建設㈱　国策機工㈱　岩倉建設㈱　北海道石油共同備蓄㈱　菱中建設㈱　山本浄化興

業㈱　㈱北弘電社　㈱電気工事西川組　苫東石油備蓄㈱　㈱新興電機　丸彦渡辺建設㈱　鹿島建設㈱　會澤高圧コンクリート㈱　(有)キム

ラテント　㈱NIPPOコーポレーション　西田司法書士事務所　鹿島道路㈱　㈱光合金製作所　㈱尾崎測量設計事務所　㈱渡邊建築設計　道

路工業㈱　(有)西水産　開発工建㈱　日管建設㈱　(有)上神田構造設計事務所　協和フローリング㈱　清文堂印刷㈱　(有)鵡川衛生社　日

拓舗道㈱　(有)花よし　㈱北部カトー設計　㈱三晃空調　田中管工㈱　協和総合管理㈱　大成建設　北海土建工業㈱　㈱山口工業所　アト

リエアク　(有)ユニオン測量設計　盛興建設㈱　大成ロテック㈱　北海航測㈱　国策建設㈱　トキワ地研㈱　アイテックソリューションズ

　㈱サタケ　㈱伸栄コンサル　伊藤組土建㈱　㈱釧路製作所　北洋コンサルタント㈱　㈱道央環境センター　拓北電業㈱　㈱進興工業　

㈱アイネス　積水化学北海道㈱　㈱開発工営社　㈱カナモト　北紘建設㈱　㈱高橋建設　大豊建設㈱　安愚楽共済牧場　㈱東北ネオ　西

松建設㈱

（町内）

とまこまい広域農業協同組合厚真支所　胆振東森林組合　厚真町土地改良区　厚真町商工会　厚真町商業協同組合　厚真ライオンズクラ

ブ　厚真町議会議員会　厚真町農業委員会親睦会　厚真町教育委員会　厚真町役場部課長会　厚真町役場親睦会　苫小牧信用金庫厚真支

店　厚真バス㈱　いぶり農業共済組合　あつまクリニック　ハッピー調剤薬局　(有)新田産業　(有)藤江産業運輸　(有)西鵡産業　芽室自

動車学校アツマ教習センター　斎藤石材　ツツイレタリングスタジオ　小寺電気商会　三國電機商会　㈱中川商店　源基工業㈱　厚真

オートサービス㈱　北電興業㈱苫東事業所　㈱繁富工務店苫東厚真事業所　苫東コールセンター㈱本店事業所　北海道電力㈱苫東厚真発

電所　厚真歯科　㈱丸斗工業　北辰公業㈱　森田産業㈱　(有)木本建設　㈱今多建設　㈱矢部建設　㈱丸博野沢組　㈱丸佐楠工業　(有)森

本工務店　(有)山崎組　㈱金谷造園　㈱曽我造園　㈱厚信電機　㈱山岡建設工業　(有)武山工務店　㈱佐藤組　清和建設㈱　㈱佐々木重機

工業　大東建業　日本ホワイトファーム㈱札幌事業所食品工場　(有)新星自動車整備工場　(有)斎藤水産　(有)厚真ファーム　㈱加勢鉄工

所　(有)丹羽林業　(有)幅田測量設計　(有)市原精肉店　(有)藤井商店　まこと商事　西菓子舗　(有)三谷商店　蔵重自工　(有)東電機商会　

高田旅館　中島食堂　木村米穀店　岡部薬局　スナック芙美　潮騒　ソライ　(有)黒田商店　(有)坂本商事　(有)鬼頭米穀店　ドライブイ

ン本郷　かくれん坊　セブンイレブン厚真店　クリーンテック㈱　江戸っ子　(有)岩筋砂工業所　桂歯科クリニック　JAとまこまい広域役

員厚真地区親睦会　北海道パワーエンジニアリング㈱苫東厚真支店　(有)沼田重機　鵡川漁業協同組合　(有)厚真燃料　(有)富士工業　(有)

講神組　金野技建工業　長谷川写真館　畑嶋征二　幅田敏夫　町内３５自治会　計２２４・順不同・敬称略

第３４回田舎まつりにあたり

多くの皆さまからのご寄付に感謝いたします

「厚真町簡易水道事業」の事前評価を行いました

厚真町統合簡易水道事業の事前評価については、厚生労働省において評価され、事業が採択されています。

また、事前評価の結果については、厚生労働省のホームページにも公表されています。

　水道整備事業の効率的執行と透明性の向上を図るため、事業採択前の事業を対象に事業評価、事業

採択後一定期間を経過した事業を対象に、社会経済情勢の変化などを踏まえ、必要に応じて事業の見

直しなどを行う再評価が義務づけられています。

　厚真町の簡易水道については、今回、厚真地区簡易水道と上厚真地区簡易水道を統合し事業の変更

を行ったことから、再評価に代えて事前評価の対象になりました。

水道事業の事前評価とは

事前評価の結果 　　　厚真町簡易水道事業の事前評価結果　　　　　　　　　　　（単位：千円）

　この事業は、厚真地区および上厚真地区簡易水道を統合し、町民の皆さんに水量・水質的に安定し

た水道水の供給を目的に、厚生労働省所管の国庫補助金の交付を受けて事業を進めています。

　厚真地区の未給水区域の解消を図り、不足する原水を厚幌ダムに求め、将来の水需要に対応するた

めに必要な施設の整備をするものです。

■主な事業内容

浄水場（施設能力２，８３０逢／日）、取水場　１式、配水池（有効容量６４４逢）、配水管（延長４７，２９０斡）

厚真町統合簡易水道事業の概要

※（Ｂ）は、事業実施による効果を貨幣価値に換算したもの。　（Ｃ）は、事業実施による建設費用。
　Ｂ／Ｃは、事業の妥当性を示したもので、１以上が必要です。

その他の指標による評価Ｂ／Ｃ費用（Ｃ）
便益（Ｂ）国庫補助

内定額
総事業費

工　期
事業者

便益の主な根拠総便益終始

維持管理面、経営面で 脆 
ぜい

弱性を有する簡易水道

施設の統合により、運営

基盤の強化などが図れ

る。

１．０２５，０９８，０４６

井戸の維持管理

費、水質検査費な

どに低減、漏水損

失額の低減

５，２０９，８６８２６，４２７４，１０１，２３２Ｈ２３Ｈ１８厚真町



等
に
お
け
る
国
民
の
保
護
の
た
め
の
措

置
に
関
す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
ま
し

た
。　

　
法
律
の
規
定
に
基
づ
き
、
本
町
の
と

る
べ
き
国
民
の
保
護
の
た
め
の
措
置
に

つ
い
て
、
広
く
住
民
の
意
見
を
求
め
る

た
め
に
、
厚
真
町
国
民
保
護
協
議
会
条

例
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
武
力
攻
撃
事
態
な
ど
に
至
っ

た
場
合
に
、
法
律
で
設
置
が
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
る
対
策
本
部
の
組
織
体
制
を

定
め
る
た
め
に
、
厚
真
町
国
民
保
護
対

策
本
部
及
び
厚
真
町
緊
急
対
処
事
態
対

策
本
部
条
例
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
　
年
　
月
に
障
害
者
自
立
支
援

１７

１１

法
が
制
定
さ
れ
、
本
年
４
月
か
ら
施
行

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
法
律
で
は
、
市

町
村
に
障
害
程
度
の
審
査
判
定
業
務
を

行
う
市
町
村
審
査
会
の
設
置
が
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
本
町
単
独
で
審
査
会
を
設

置
す
る
こ
と
は
、
審
査
委
員
の
人
材
確

保
や
審
査
件
数
、
経
費
負
担
、
審
査
の

均
衡
性
な
ど
か
ら
介
護
保
険
認
定
審
査

会
と
同
様
に
、
地
方
自
治
法
に
基
づ
く

　
年
度
厚
真
町
一
般
会
計
予
算
は
、

１８
歳
入
、
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
、
１
億
１
０
６

万
１
千
円
が
追
加
さ
れ
、
総
額
で
　
億
５６

４
、
８
９
６
万
円
に
な
り
ま
し
た
。

追
加
補
正
さ
れ
た
主
な
も
の
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

【
追
加
】

・
定
住
化
促
進
対
策
事
業

　
　
　
　
　
　
１
１
５
万
円

・
児
童
手
当
支
給
事
業

　
　
　
　
　
　
５
６
５
万
円

・
食
の
安
全
・
安
心
確
保
事
業
　
　
　

　
　
４
５
３
万
５
千
円

・
道
営
ほ
場
整
備
事
業
（
厚
南
第
１
地

区
、
厚
南
第
２
地
区
）

　
　
　
　
　
６
、
３
１
７
万
５
千
円

・
埋
蔵
文
化
財
発
掘
事
業
　
　
　
　
　

　
　
　
１
、
６
０
３
万
円

　
平
成
　
年
９
月
に
「
武
力
攻
撃
事
態

１６

　
年
度
一
般
会
計
予
算

１８　
億
４
、
８
９
６
万
円
に

５６
平
成
　
年
第
２
回
定
例
会
が
、
６
月
　
日
～
　
日
、
２
日
間
の
会
期
で
開

１８

２２

２３

催
さ
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

審
議
さ
れ
た
の
は
、
平
成
　
年
度
各
会
計
補
正
予
算
な
ど
議
案
　
件
、
承

１８

１３

認
２
件
、
報
告
４
件
、
意
見
書
案
１
件
で
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可

決
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
主
な
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

《
審
議
さ
れ
た
内
容
》

番
　
号

承
　
認
１

　
〃
　
２

議
　
案
１

　
〃
　
２

　
〃
　
３

　
〃
　
４

　
〃
　
５

　
〃
　
６

　
〃
　
７

　
〃
　
８

　
〃
　
９

　
〃
　
　１０

　
〃
　
　１１

　
〃
　
　１２

　
〃
　
　１３

報
　
告
１

　
〃
　
２

　
〃
　
３

　
〃
　
４

意
見
書
案

１

件
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名

専
決
処
分
（
平
成
　
年
度
厚
真
町
一
般
会
計
補
正
予
算
《
第
　
号
》）

１７

１５

専
決
処
分
（
平
成
　
年
度
厚
真
町
老
人
保
健
特
別
会
計
補
正
予
算
《
第
１
号
》）

１８

厚
真
町
国
民
保
護
協
議
会
条
例
の
制
定

　
〃
　
国
民
保
護
対
策
本
部
及
び
厚
真
町
緊
急
対
処
事
態
対
策
本
部
条
例
の

制
定

東
胆
振
３
町
障
害
程
度
区
分
認
定
審
査
会
共
同
設
置
規
約
の
制
定

厚
真
町
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
条
例
の
廃
止

町
道
路
線
の
廃
止

厚
真
町
非
常
勤
公
職
者
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
支
給
条
例
の
一
部
改
正

北
海
道
市
町
村
総
合
事
務
組
合
規
約
の
一
部
変
更

町
道
新
町
富
里
線
道
路
改
良
工
事
（
橋
梁
工
）
請
負
契
約
の
締
結

平
成
　
年
度
厚
真
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

１８

　
　
〃
　
　
　
〃
　
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
保
険
事
業
勘
定

補
正
予
算
《
第
１
号
》、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
勘
定
補
正
予
算
《
第
1
号
》）

平
成
　
年
度
厚
真
町
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

１８

　
　
〃
　
　
　
〃
　
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

厚
真
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
一
部
改
正

厚
真
町
土
地
開
発
公
社
の
業
務
等
の
報
告

　
〃
　
情
報
公
開
条
例
及
び
厚
真
町
個
人
情
報
保
護
条
例
の
運
用
状
況
の
報

告所
管
事
務
調
査
報
告
（
各
常
任
委
員
会
）

現
金
出
納
例
月
検
査
の
結
果
報
告

北
海
道
厚
真
高
等
学
校
の
存
続
を
求
め
る
意
見
書

平成１８年第２回定例会 ６月２２日～２３日

会会会会会会会会会会会議議議議議議議議議議議

機
関
を
共
同
設
置
し
て
運
営
管
理
す
る

こ
と
が
最
も
適
切
と
判
断
し
ま
し
た
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
東
胆
振
の
安
平

町
、
む
か
わ
町
、
厚
真
町
の
３
町
に
よ

る
「
東
胆
振
３
町
障
害
程
度
区
分
認
定

審
査
会
」
を
共
同
設
置
す
る
規
約
が
制

定
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
　
案

厚
真
町
国
民
保
護
協
議
会
条
例

な
ど
を
制
定

東
胆
振
３
町
障
害
程
度
区
分
認

定
審
査
会
共
同
設
置
規
約
を

制
定



④
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
に

つ
い
て

⑤
統
合
簡
易
水
道
事
業
に
つ
い
て

　　
古
川
議
員
が
提
出
者
、
米
田
、
井
上
、

筒
井
、
沢
口
、
松
平
議
員
が
賛
成
者
と

な
っ
て
提
出
さ
れ
た
、「
北
海
道
厚
真
高

等
学
校
の
存
続
を
求
め
る
意
見
書
」
が

採
択
さ
れ
、
北
海
道
知
事
、
北
海
道
教

育
委
員
会
委
員
長
に
提
出
さ
れ
ま
し

た
。

【
意
見
書
は
下
記
の
と
お
り
】

報
保
護
条
例
の
平
成
　
年
度
分
の
運
用

１７

状
況
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

■
厚
真
町
情
報
公
開
条
例
の
運
用
状
況

・
公
文
書
の
公
開
請
求
件
数
　
　
１
件

・
不
服
申
立
て
件
数
　
　
　
　
　
０
件

■
厚
真
町
個
人
情
報
保
護
条
例
の
運
用

状
況

・
個
人
情
報
の
開
示
請
求
件
数
　
０
件

・
個
人
情
報
の
訂
正
等
請
求
件
数

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
０
件

・
個
人
情
報
の
取
扱
い
の
是
正
の
申
出

件
数
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
０
件

■
総
務
文
教
常
任
委
員
会
（
古
川
歳
雄

委
員
長
）

開
催
日
　
４
月
　
日
１８

〔
事
務
調
査
〕

①
定
住
化
促
進
に
つ
い
て

②
特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て

③
新
た
な
高
校
教
育
に
関
す
る
指
針

（
素
案
）
に
つ
い
て

■
産
業
建
設
常
任
委
員
会
（
海
沼
裕
作

委
員
長
）

開
催
日
　
４
月
　
日
２４

〔
現
地
調
査
〕

①
平
成
　
年
度
町
有
林
伐
採
跡
地

１６

②
町
営
宇
隆
牧
場

〔
事
務
調
査
〕

①
町
営
宇
隆
牧
場
整
備
事
業
に
つ
い
て

②
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
推
進
事
業

に
つ
い
て

③
第
５
次
農
業
振
興
計
画
の
年
次
検
証

に
つ
い
て

　
厚
真
町
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
は
、
昭

和
　
年
に
設
置
さ
れ
、
昭
和
　
年
度
ま

４８

６３

で
は
助
産
施
設
を
併
設
し
た
施
設
と
し

て
、
そ
の
機
能
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

　
施
設
の
老
朽
化
と
と
も
に
、
平
成
　１６

年
４
月
に
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
の
機
能

を
併
せ
持
つ
「
総
合
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
ゆ

く
り
」
が
完
成
し
た
こ
と
か
ら
、
当
条

例
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

　
６
月
　
日
、
次
の
工
事
の
指
名
競
争

１４

入
札
を
行
い
、
次
の
業
者
と
契
約
す
る

こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

■
町
道
新
町
富
里
線
道
路
改
良
工
事

（
橋
梁
工
）

・
契
約
金
額
　
　
　
　
４
、
９
３
５
万
円

・
契
約
の
相
手
方

　
丸
博
野
沢
・
今
多
経
常
建
設
共
同
企

業
体
【
代
表
者
・
㈱
丸
博
野
沢
組
（
厚

真
町
）
　
構
成
員
・
㈱
今
多
建
設
（
厚
真

町
）
】

　
平
成
　
年
4
月
1
日
に
施
行
し
た
厚

14

真
町
情
報
公
開
条
例
と
厚
真
町
個
人
情

報
　
告

意
見
書
案

　北海道厚真高等学校は、昭和２８年４月に村立の定時制第

２種高等学校として開校し、昭和５２年には全日制課程が発

足、昭和５８年に校舎を移転新築し、昭和５９年に厚真町から

北海道に移管され現在に至っております。

　以来、今日まで５３年有余の歴史を積み重ねる中、１８００名

を超える有為な人材を社会に送り出しております。

　創立当時から地域とともに歩んできた厚真高校は「よき

市民、よき社会人を育てる」ことを教育目標として掲げ、学

力の向上はもとより、地域の特徴を生かした職場体験学

習、ボランティア活動、各種行事への参加、学校開放講座

など、さまざまな活動に積極的に取り組み、地域と密着し

た特色ある学校づくりを進めており、町民からの信頼も厚

く期待も高まっております。

　厚真町としても、これらの活動を高く評価し、町の活性

化やまちづくりのためになくてはならない存在として位

置づけ、通学費の補助や海外派遣に対する助成など、教育

活動のより一層の充実が図られるよう支援を行っている

ところであります。

　こうした中、北海道教育委員会では、平成１８年２月に

「新たな『高校教育に関する指針』（素案）」を北海道議会

文教委員会に示し、その後「意見を聞く会」等における意

見を参考に同指針（案）を取りまとめ、６月１９日に公表さ

れました。

　この案によりますと、高校配置の基本的な考え方は、全

日制課程では１学年４学級から８学級を望ましい学校規

模とし、第１学年３学級以下は、原則として、再編整備の

対象にするとされています。

　今日、さまざまな場面で都市部と郡部との格差が問題と

なっている中、この案に沿った再編整備が実施され、仮に

厚真高校がなくなるということになれば、公共交通事情の

十分でない本町においては、遠隔地通学による時間的・経

済的負担が子どもたちや保護者に大きくのしかかり、教育

の場においてもその格差が一段と広がることが懸念され

ます。

　また、進学の場を求め若い世代が都市部へ流出し、過疎

化に一層の拍車がかかり、まちづくりや地域経済にも大き

な影響をもたらすなど、本町にとって容認することのでき

ない大きな問題となります。

　よって北海道厚真高等学校の今後の在り方については、

画一的な基準によることなく、公立高校の存在意義、高校

教育の個性化・多様化に向けた学校づくりや地域性を十分

考慮された上、引き続き道立高校として存続するよう強く

要望するものであります。

北海道厚真高等学校の存続を求める意見書

町
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
条
例
を

廃
止

町
道
新
町
富
里
線
道
路
改
良
工

事（
橋
 梁
 工
）の
工
事
契
約
締
結

り
ょ
う

　
年
度
の

１７情
報
公
開
請
求
件
数
は
１
件

各
常
任
委
員
会
か
ら

調
査
事
項
な
ど
報
告

厚
真
高
校
存
続
を
求
め
る

意
見
書
を
採
択▼

厚
真
高
校
の
登
校
風
景



故

元
町
議
会
議
員
に
旭
日
単
光
章

故

上
田
邦
家
さ
ん（
上
厚
真
）と
故

澤
口
光
夫
さ
ん（
共
和
）

　
今
年
三
月
に
亡
く
な
ら
れ
た
元
町
議
会
議
員
、
故

上
田
邦
家
さ
ん
（
上
厚
真
）

と
同
四
月
に
亡
く
な
ら
れ
た
故

澤
口
光
夫
さ
ん
（
共
和
）
が
旭
日
単
光
章
の
特
別

叙
勲
を
受
け
、
六
月
二
十
六
日
、
役
場
町
長
室
で
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
伝
達
式
で
は
、
妻
の
上
田
圭
子
さ
ん
、
澤
口
公
子
さ
ん
が
出
席
し
、
棟
方
胆
振

支
庁
地
域
振
興
部
長
か
ら
勲
記
と
勲
章
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　
故
人
両
名
に
お
か
れ
て
は
、
四
期
十
六
年
に
わ
た
り
町
議
会
議
員
と
し
て
、
ま

た
、
町
ま
ち
づ
く
り
委
員
な
ど
の
公
職
を
歴
任
さ
れ
、
地
方
自
治
の
伸
展
に
大
き

く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
上
田
さ
ん
は
「
主
人
の
父
親
も
い
た
だ
い
て
い
る
の
で
、
本
人
も
こ
の
受
章
を

喜
ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
」
、
澤
口
さ
ん
は
「
仏
前
に
今
日
い
た
だ
い
て
き
ま
す

と
報
告
し
て
き
ま
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

勲記を伝達される故人の妻の上田圭子さん（右）と澤口公子さん

丹精込めて育てた
自慢の家畜が勢ぞろい
上野家畜共進会場で６月１２日、町と農協が主催し第３８回

町家畜共進会が行われました。

先に審査された肉豚枝肉共励会５セット１０頭に引き続

き、この日は、町内の生産者から乳牛１１頭、黒毛和種４９頭

が出陳され、各部門で体のバランスや色つやなどを審査員

により厳しく審査されました。

また、会場では、審査の順位を予想して投票するジャッ

ジングコンテストも行われ、生産者と関係者は牛に熱い視

線を投げかけていました。

８区第２用水路に沿って
和気あいあいと植栽

出
陳
さ
れ
た
一
頭
一
頭
に
講
評
す
る
審
査
員

　６月２日、８区第２用水路（富野地区）に沿って、室蘭

開発建設部胆振東部農業開発事業所により、花の植栽を行

いました。

　同事業所職員や事業を委託をされている町改良区職員

をはじめ、富野地区の方 ２々５人も作業に加わり、約１２０㍍に

わたる用水路ののり面にツルマンネングサなど２，４００株を

植え込みました。 勾配 のきついのり面にはしごをかけ、一
こうばい

株ずつきれいな花が咲くように願いを込めて、和やかな雰

囲気の中で作業が進められていました。

Town Topics

用
水
沿
い
で
和
や
か
に
作
業
が
進
む

各部の最優秀賞　乳牛の部／山田澄恵さん（浜厚真）出陳

「オーシャンアップルサロメRED」、黒毛和種の部／池川勝利

さん（宇隆）出陳「ゆうき」、肉豚の部／㈲希望農場（豊沢）



黄色の 絨毯 鑑賞後は
じゅうたん

種を実験用車両の燃料へ
　
六
月
十
五
日
、
浜
厚
真
景
観
整
備
振
興
会
（
館
山
睿
会
長
）
が
、

国
道
二
三
五
号
線
沿
い
の
用
地
約
三

㌃

に
ヒ
マ
ワ
リ
の
種
約
二

万
粒
を
植
え
ま
し
た
。
毎
年
、
国
道
を
通
行
す
る
人
た
ち
の
目
を

楽
し
ま
せ
て
く
れ
て
い
ま
す
が
、
今
年
は
、
苫
小
牧
工
業
高
校
が

取
り
組
ん
で
い
る
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
の
取
り
組
み
に
着
目
。

　
花
が
咲
い
た
後
に
は
、
種
を
収
穫
し
て
同
高
校
へ
提
供
、
種
か

ら
油
を
取
り
出
し
、
実
験
用
車
両
の
燃
料
に
し
て
も
ら
う
予
定
で

す
。
館
山
会
長
は
「
ヒ
マ
ワ
リ
の
花
を
見
て
元
気
に
、
そ
し
て
学

生
の
た
め
に
た
く
さ
ん
種
が
採
れ
れ
ば
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
同
振
興
会
は
、
六
月
二
十
六
日
に
も
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
や

サ
ル
ビ
ア
な
ど
約
六
千
株
を
植
栽
し
ま
し
た
。

　
ヤ
マ
ト
運
輸
㈱
厚
真
宅
急
便
セ
ン
タ
ー
（
永
岡
貴
之
セ

ン
タ
ー
長
）
の
協
力
で
、
み
つ
ば
保
育
園
こ
ぐ
ま
ク
ラ
ブ

が
六
月
五
日
、
交
通
安
全
教
室
を
行
い
ま
し
た
。

　
教
室
で
は
、
ト
ラ
ッ
ク
と
ダ
ミ
ー
人
形
を
使
っ
て
、
突

然
飛
び
出
し
た
ら
ど
う
な
る
か
、
車
が
曲
が
る
と
き
車
の

近
く
に
い
る
と
ど
う
な
る
か
な
ど
、
交
通
事
故
の
恐
ろ
し

さ
を
営
業
所
の
社
員
の
方
々
は
、
園
児
た
ち
に
教
え
て
い

ま
し
た
。

宅
配
の
お
じ
さ
ん
あ
り
が
と
う

横
断
に
は
気
を
つ
け
る
ね

　
五
月
下
旬
か
ら
六
月
に
か
け
て
、
町
内
の
保
育
園
と
小

中
学
校
で
運
動
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
今
年
は
、
全
体

的
に
天
候
に
は
恵
ま
れ
な
い
年
と
な
り
ま
し
た
。

　
六
月
十
一
日
に
は
、
中
央
、
富
野
、
上
厚
真
小
学
校
の

三
校
で
運
動
会
を
開
催
。
気
温
が
低
く
、
途
中
霧
雨
が
降

っ
た
り
と
あ
い
に
く
の
天
候
の
中
で
も
、
児
童
た
ち
は
元

気
い
っ
ぱ
い
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
駆
け
回
り
、
訪
れ
た
家
族
な

ど
か
ら
大
き
な
声
援
と
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

あ
ゆ
み
会
が
福
祉
セ
ン
タ
ー
周
辺
花
 壇
 に
花
植
え

だ
ん

花いっぱいの美しい

河川敷になるように、

平成１６年度から始まっ

た厚真川河川敷（新町

地区）での花の種まき

が、６月１２日行われま

した。

小松岩雄さん（上野）

や三好光子さん（同）

が中心になり、約２５人

の有志の皆さんによ

り、キバナコスモスや

ポピーなどの種をまい

ていました。

８月中旬が花の咲く

見ごろの予定です。

花
い
っ
ぱ
い
の
心
や
す
ら
ぐ
河
川
敷
に

まちの話題

ひまわりの種植え（上）と苗植え作業をする皆さん

寒
い
中
で
頑
張
っ
た

子
ど
も
た
ち
に
拍
手
を

町内のボランティア

団体「あゆみの会」（河

口紀久江会長・会員１３

人）が６月２９日、総合福

祉センター前の道路沿

いの花壇に花の苗を植

えました。

毎年この時期に行わ

れている奉仕作業で、

見る人に喜ばれるよう

に配色や配置を会員た

ちでデザイン。

色とりどりのマリー

ゴールドなどを丁寧に

植えていました。



人

「
取
材
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
取

材
さ
れ
る
こ
と
は
初
め
て
で
す
ね
」
と

照
れ
笑
い
す
る
金
子
さ
ん
。
今
年
の
四

月
か
ら
苫
小
牧
民
報
社
胆
振
東
部
支
局

長
に
着
任
し
た
新
聞
記
者
さ
ん
で
す
。

苫
小
牧
出
身
で
小
中
高
校
を
過
ご

し
、
道
内
の
理
系
の
大
学
に
進
み
機
械

工
学
を
専
攻
。
当
然
そ
の
道
の
エ
ン
ジ

ニ
ア
を
希
望
し
て
、
就
職
活
動
を
し
て

い
ま
し
た
。「
な
ぜ
か
機
械
相
手
の
仕
事

は
、
い
つ
も
同
じ
よ
う
な
こ
と
の
繰
り

返
し
の
よ
う
に
思
い
、
毎
日
た
く
さ
ん

の
人
と
会
い
、
い
ろ
い
ろ
な
体
験
が
で

き
る
新
聞
記
者
の
道
を
目
指
す
よ
う
に

な
っ
た
ん
で
す
」。

入
社
し
て
最
初
に
配
属
さ
れ
た
部
署

は
、
通
称
「
サ
ツ
担
」
で
警
察
署
や
消

防
署
に
張
り
付
き
、
事
件
・
事
故
の
取

材
を
二
年
。
続
い
て
政
治
経
済
部
を
六

年
担
当
。
初
め
て
の
支
局
勤
務
。

記
者
と
し
て
心
が
け
て
い
る
こ
と
は

「
人
の
話
を
聞
い
て
正
確
に
伝
え
る
こ

と
で
す
ね
。
同
じ
よ
う
な
出
来
事
の
取

材
で
も
何
か
新
し
い
発
見
が
あ
る
は
ず

で
す
か
ら
」。

趣
味
は
将
棋
。
三
段
の
腕
前
で
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
将
棋
サ
イ
ト
で
全
国

の
つ
わ
も
の
と
の
対
戦
を
楽
し
い
で
い

る
と
言
う
。

今
春
、
金
子
さ
ん
は
人
生
の
喜
ば
し

い
転
機
を
迎
え
た
。
そ
れ
は
、
三
月
に

同
じ
新
聞
社
の
記
者
だ
っ
た
方
と
結

婚
、
新
婚
ホ
ヤ
ホ
ヤ
～
。「
予
想
は
し
て

い
た
ん
で
す
け
ど
、
結
婚
式
の
翌
日
に

異
動
の
内
示
が
出
た
ん
で
す
。
家
を
探

し
て
い
た
の
で
、
ち
ょ
う
ど
よ
か
っ
た

か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
」
と
笑
う
。

「
厚
真
は
、
気
軽
に
話
か
け
ま
た
か

け
て
も
ら
え
る
雰
囲
気
が
い
い
で
す

ね
。
き
た
ば
か
り
な
の
で
、
何
も
か
も

が
新
鮮
で
す
。
地
域
の
良
い
と
こ
ろ
を

紙
面
で
生
か
せ
る
よ
う
に
し
た
い
と
思

う
の
で
、
皆
さ
ん
か
ら
の
情
報
を
お
待

ち
し
て
ま
す
」。

地
域
の
良
い
と
こ
ろ
を
紙
面
で
伝
え
た
い

　
　
　
　
　
　
京
　
町
　
　
金
　
子
　
 勝
 　
 俊
 　
さ
ん
（
　
歳
）

ま
さ
 

と
し

３１

出会い

き
い

き

図

鑑

ふ
る
さ
と

取
材
を
す
る
金
子
さ
ん



本 私の出会った素敵な本

私の大切な家族

いつも出窓にちょこんと座ってご主人の帰りを待っ

ているネコちゃんたち。田中さんが仕事などから帰っ

て来て車から降りると、今度は玄関先でお出迎えする

そうです。

動物好きだったお父さんが生前に子ネコのミミを飼

い始め、翌年にスズがきて以来田中さんの家族として

かわいがられています。

「他の猫とか動物には興味はあまりわかないけど、

ウチのネコはかわいいな～って思いますね。外出先か

ら帰ってきたとき、足元にすり寄ってきて甘えるしぐ

さは特にカワイイです！いてくれるだけでいい、ずっ

と元気でいてほしいですね」と話す田中さんの優しい

目が印象的でした。

本　町　　田　中　晴　美　さん家族

ミミ　♀　１４歳　　（猫・トラ）

スズ　♀　１３歳　　（〃・ 三毛 ）　
みけ

田中さんと愛 猫 のスズ（右）とミミ
びょう

「 天 を 衝 く」
つ

　　　　　　　　　　　　　高橋克彦／作

　　　　　　　　　　　　　　新　町　　須　貝　富士夫　さん

歴史小説をこよなく愛読する須貝さん。

６・７歳のころから、目の不自由になったひいおじいさんに本

を読んであげ喜ばれたことがきっかけで本好きになったと言う。

そんな須貝さんが薦めてくれた本は、高橋克彦作「天を衝く」。

「高橋さんが書いた『 炎 立つ』が面白かったので、ほかの本を
こむら

探していたところ『天を衝く』を見つけたんだよ」。北の鬼と呼ば

れた知勇兼備の 陸奥 の武将、九戸政実の生涯を描いた作品だそう
みちのく

で「損得勘定で動く男を嫌う政実は、最後には、豊臣政権と死を

賭けたケンカを計画する勇ましい小説だよ」。

白内障を患いひととき本を読めない時もあったと言いますが

「手術をしてすっかりよくなって、今はまた読書 三昧 だね。ソフ
ざんまい

ァーで座って読むのが習慣だけど、いつの間にか座ったまま寝て

しまうことも多いんだよ」と笑っていました。

ペ
ッ
ト



係

に

寄

せ

ら

れ

た

声

見
慣
れ
ま
し
た
よ

広
報
あ
つ
ま
が
四
月
号
か
ら
変
わ
っ

て
二
色
で
の
印
刷
と
な
り
、
初
め
て
パ

ッ
と
見
た
と
き
は
、
広
報
だ
と
気
づ
き

ま
せ
ん
で
し
た
。

で
も
、
慣
れ
る
と
初
め
の
こ
ろ
の
よ

う
な
違
和
感
も
な
く
、
こ
れ
も
ま
た
良

し
と
思
い
ま
す
。

今
の
大
変
な
時
期
に
皆
さ
ん
で
考
え

て
、
こ
れ
か
ら
の
厚
真
町
の
た
め
に
、

そ
し
て
未
来
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
、
税
金
を
有
効
に
使
っ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

（
　
歳
代
／
女
性
）

６０

広
報
紙
を
ご
愛
読
い
た
だ
き
ま
し
て
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
ご

意
見
も
い
た
だ
き
、
重
ね
て
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

表
紙
写
真
が
フ
ル
カ
ラ
ー
か
ら
モ
ノ

ク
ロ
に
な
っ
た
ぶ
ん
、
紙
面
に
物
足
り

な
さ
が
感
じ
ら
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
元
気
な
表
情
、
明
る
め
の

色
を
使
う
な
ど
工
夫
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
で
き
る
限
り
工
夫
し
て
い

き
、
み
な
さ
ん
に
親
し
ん
で
い
た
だ
け

みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ
んんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん
ななななななななななななななななななななな
ののののののののののののののののののののの
広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広

　
み
ん
な
の
広
場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場

る
よ
う
に
努
力
し
て
い
き
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
広
報
広
聴
係
）

今
後
も
期
待
し
て
い
ま
す

広
報
あ
つ
ま
、
い
つ
も
楽
し
く
拝
見

し
て
い
ま
す
。
私
は
特
に
、
表
紙
や
裏

の
子
ど
も
た
ち
の
写
真
と
、「
私
の
大
切

な
家
族
」「
私
の
出
会
っ
た
素
敵
な
本
」

「
ホ
ッ
と
ひ
と
い
き
」
な
ど
が
好
き
で

す
。こ

れ
か
ら
も
、
情
報
が
い
っ
ぱ
い
の

楽
し
い
広
報
紙
を
期
待
し
て
い
ま
す
！

（
　
歳
代
／
女
性
）

２０

い
つ
も
広
報
紙
を
ご
愛
読
い
た
だ
き

ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

マ
チ
の
人
な
ど
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ

ー
も
あ
り
ま
す
が
、
私
た
ち
だ
け
で
は

情
報
に
も
限
界
が
あ
り
ま
す
。

み
な
さ
ん
か
ら
も
、
面
白
い
情
報
な

ど
を
お
寄
せ
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。

（
広
報
広
聴
係
）

　

ク
ー
ル
バ
ス
の
運
転
業
務
を

し
て
い
ま
す
。
毎
日
子
ど
も
た

ち
の
元
気
な
笑
顔
を
楽
し
み
に
し
な

が
ら
ハ
ン
ド
ル
を
握
っ
て
い
ま
す
。

　
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
は
仲
間
と
ワ
イ

ワ
イ
楽
し
く
過
ご
す
の
が
好
き
で
す

が
、
お
子
さ
ん
た
ち
の
送
迎
は
ビ
シ

ッ
と
安
全
第
一
に
し
て
い
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
ご
安
心
く
だ
さ
い
。

年
の
四
月
か
ら
、
固
定
資
産
税

や
住
民
税
、
軽
自
動
車
税
な
ど

の
町
税
の
徴
収
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

そ
の
前
の
四
年
間
は
供
こ
ぶ
し
の
湯
僑

で
皆
さ
ん
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　
休
日
に
は
、
五
年
ほ
ど
前
か
ら
趣

味
で
始
め
た
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
を
楽
し

ん
で
い
ま
す
。

　
税
の
関
係
は
皆
さ
ん
に
は
あ
ま
り

よ
い
印
象
で
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
困
っ
た
こ
と
な
ど
あ
り
ま
し

た
ら
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

イ
捨
て
、
不
法
投
棄
、
野
焼
き

な
ど
は
モ
ラ
ル
の
問
題
で
す
。

一
人
ひ
と
り
が
環
境
に
関
心
を
持
っ

て
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
野
良
犬
は
里
親
が
い
な
け

れ
ば
処
分
さ
れ
ま
す
。
数
日
え
さ
を

与
え
て
、
飼
い
主
が
現
れ
な
い
と
き

が
一
番
つ
ら
い
と
き
で
す
。
ペ
ッ
ト

を
大
切
に
！

　
最
近
、
住
宅
の
庭
先
に
咲
い
て
い

る
花
を
よ
く
見
か
け
心
が
和
み
ま
す
。

　

育
士
と
し
て
、
毎
日
子
ど
も
た

ち
か
ら
パ
ワ
ー
を
も
ら
い
、
成

長
を
楽
し
み
な
が
ら
過
ご
し
て
い
ま

す
。
　
特
に
、
大
き
な
成
長
が
見
ら
れ
た

と
き
が
う
れ
し
い
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
一
人
ひ
と
り
に
合
っ

た
保
育
を
心
が
け
、
頑
張
っ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ

ん

に

ち

は

！

役

場

●

●

●

係

で

す

ス

保 ポ

今

保健福祉課

京町保育園

藤樫ゆかり

学校管理課

土肥修司

車 両 係

財政税務課

納 税 係

沼田和男

町 民 課
生活環境係

長谷川栄治

（課長補佐）



ホッ と　ひといき

人人ののううごごきき

６月１日～６月３０日届出分

金木水火月

４
開放日

３
子育て講座
「デザート」を作ろう！
午後からの開放はお休みです

２
ぴよぴよ広場

１
開放日

１１
開放日

１０
開放日

９
なかよし広場
『ペットボトルのねずみ作り』
＊前日までに予約してね！

８
開放日

７
開放日

１８
開放日

１７
開放日

１６
休館日

１５
休館日

１４
休館日

２５
開放日

２４
開放日

２３
なかよし広場
『手足をフリフリ』
＊前日までに予約してね！

２２
開放日

２１
開放日
『ジェニファーさ
んと遊ぼう！』

３１
開放日

３０
子育て講座『ソフトエアロ』

２９
保育園ホ
ール開放
日

２８
開放日
『ジェニファーさ
んと遊ぼう！』

キキッッズズ ８８月月のの予予定定
子子育育てて支支援援セセンンタターー「「ゆゆううゆゆうう島島」」情情報報

建利用時間　午前１０：００～１１：３０　午後１：００～４：００
建『ぴよぴよ広場』　第１・３水曜日の午前中
　　　　０～１歳までのお子さんとご家族が対象です。お子さんを自由に遊ば　
　　　せながら、親同士の情報交換の場としてご利用ください。
　　　　（予約はいりません）

建『なかよし広場』　第２・４水曜日の午前中
　　　　１歳～就学前までのお子さんとご家族が対象です。手遊び・ゲーム・　
　　　製作など、季節の遊びも取り入れ、親子で楽しみましょう。

建『ジェニファーさんと遊ぼう！』　開催日の午前中
　　　　カードや手遊び、うたなど英語を使って楽しく遊びましょう。

建開放日には、お気軽に遊びに来てください。
建電話相談・来所相談・予約、そのほかお問い合わせなどは
　　　緯２７－２３２１（役場）内線２３７　子育て支援センターへ概

　
七
月
に
入
っ
て
も
夏
ら
し
い

暑
さ
が
感
じ
ら
れ
ず
、
ビ
ー
ル

の
お
い
し
い
季
節
の
は
ず
な
の

に
、
な
ん
だ
か
寂
し
い
気
分
で

す
。
　
先
日
、
と
あ
る
観
光
地
へ
行

き
、
夕
食
を
ど
こ
で
と
ろ
う
か

と
歩
い
て
い
る
と
、
屋
台
村

（
？
）
が
あ
り
ま
し
た
。
最
近

あ
ち
こ
ち
で
見
か
け
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
が
、
み
な
さ
ん
は

入
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

気
軽
に
フ
ラ
ッ
と
立
ち
寄
れ
る

の
が
、
屋
台
の
良
い
と
こ
ろ
か

な
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、

気
軽
と
は
ほ
ど
遠
い
感
じ
で
入

り
づ
ら
く
、
何
軒
も
連
な
っ
て

い
る
店
の
外
か
ら
眺
め
た
だ
け

で
、
他
の
場
所
へ
移
動
し
ま
し

た
。
あ
～
残
念
…
。

　
結
局
居
酒
屋
へ
入
り
、
肌
寒

い
日
で
し
た
が
お
決
ま
り
の
ビ

ー
ル
を
飲
み
ま
し
た
！
で
も
、

数
杯
飲
ん
だ
だ
け
で
酔
っ
て
し

ま
い
、
体
力
の
衰
え
を
一
層
感

じ
ま
し
た
。

　
ま
だ
ま
だ
ビ
ー
ル
を
お
い
し

く
飲
み
た
い
し
、
お
い
し
い
も

の
も
い
っ
ぱ
い
食
べ
た
い
し
、

若
い
モ
ン
に
も
負
け
た
く
な
い

の
で
、
何
か
始
め
よ
う
！
と
心

に
決
め
た
（
い
）。　
　（
藤
）

　「広報あつま」を読んでクイズに応募すると、正

解者の中から抽選で５人に、今月は『図書券』を

プレゼントします。

問　題

　「私の大切な家族」で竹内さんを紹介しましたが、

飼われているペットはズバリなんでしょうか？

【ヒント】６月号の広報を見てね。

葛応募方法　ハガキかＦＡＸで、クイズの答え・

住所・氏名・年齢・電話番号と、広報や町のこと

についての意見・感想等を書いてください。

葛しめ切り（当日消印有効）　７月２８日（金）

葛あて先　〒０５９－１６９２　厚真町京町１２０

　厚真町役場　広報クイズ係（ＦＡＸ ２７－２３２８）

【６月号の答え】　農の里

【６月号の正解者】６月号の応募者は４人で、全

員正解でした。正解された方には、後日賞品を発

送します。

Quiz・クイ
ズ

水曜日の午後はサークル活動利用日となっています。
子育てルームを自由にご利用ください。（要予約）

禍

花

稼

苛

禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾

禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾

箇
箇
箇

箇
箇
箇

子育て講座の詳細については、後日、全戸配布の情報紙でお知らせいたします。
子育て支援センター「ゆうゆう島」のホームページを開設しました。
厚真町ホームページ　http://www.town.atsuma.hokkaido.jp/
　　　→各課からのお知らせ→保健福祉課→子育て支援センター「ゆうゆう島」

マチの善意



ままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままま ななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななな びびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびま な び やややややややややややややややややややややややややややややややややややややややややや

廻 快

回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

中央小学校６ 年  生 のみなさん
ねん せい

（ 書 いてくれたのは） 星  野 　 彩  加 ちゃん
か ほし の あや か

紹介してくれたのは…

その６０

わ
た
し
た
ち
の
作
品

ととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととともももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててていいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいともだちっていいなななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななな
ぼくの・わたしの
クラスじまん

　
わ
た
し
た
ち
六
年
生
は
、 男
  子
 が
十

だ
ん
 し

一
 人
 、 女
  子
 が
十
四
人
、 合
  計
 二
十
五

に
ん
 

じ
ょ
 し
 

ご
う
 け
い

人
の
 明
 る
い
の
が
 自
慢
 の
ク
ラ
ス
で

あ
か
 

じ
ま
ん

す
。
　
 休
 み
 時
間
 や
 放
  課
  後
 に
は
、 体
  育
  館
 

や
す
 

じ
か
ん
 

ほ
う
 
か
 
ご
 

た
い
 い
く
 か
ん

で
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
し
た
り
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
サ
ッ
カ
ー
を
し
た
り
し

て
 過
 ご
し
て
い
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
の
 友
 

す
 

と
も

 達
 が
、 体
 を
 動
 か
し
て
 汗
 を
か
く
こ
と

だ
ち
 

か
ら
だ
 
う
ご
 

あ
せ

が
 大
  好
 き
で
す
。

だ
い
 
す

　
六
 月
 二
十
一
 日
 に
は
、 調
理
実
習
 が

が
つ
 

に
ち
 

ち
ょ
う
り
じ
っ
し
ゅ
う

あ
り
ま
し
た
。「
 朝

食

 づく
り
」
と
い

ち
ょ
う
し
ょ
く

う
テ
ー
マ
で
、 和
  食
 チ
ー
ム
、 洋
 食
チ

わ
 し
ょ
く
 

よ
う

ー
ム
に
 分
 か
れ
、 野
  菜
 い
た
め
や
ポ
テ

わ
 

や
 
さ
い

ト
サ
ラ
ダ
な
ど
、
み
ん
な
で
 協
  力
 し
て

き
ょ
う
 り
ょ
く

 料
  理
 す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 自
 

り
ょ
う
 
り
 

じ

 分
 た
ち
で
作
っ
た
料
理
は
と
て
も
お

ぶ
んい

し
か
っ
た
で
す
。

　
 総
  合
  的
 な
 学
 習
で
は
、
ソ
バ
を
 栽
  培
 

そ
う
 ご
う
 て
き
 

が
く
 

さ
い
 ば
い

し
て
、
ソ
バ
 打
 ち
を
す
る
 予
  定
 で
す
。

う
 

よ
 て
い

と
て
も
 楽
 し
み
で
す
。

た
の

　
六
月
二
十
二
日
に
は
、
プ
ー
ル
 清
  掃
 

せ
い
 そ
う

が
あ
り
ま
し
た
。
プ
ー
ル
の
 底
 を
み
ん

そ
こ

な
で
き
れ
い
に
み
が
き
ま
し
た
。 終
 わ
お

っ
た
 後
 は
み
ん
な
ビ
シ
ョ
ビ
シ
ョ
で
、

あ
と

と
て
も
 思
 い
 出
 に
 残
 る
時
間
に
な
り

お
も
 

で
 

の
こ

ま
し
た
。

　
 最
高
学
年
 に
な
っ
て
三
カ
月
。
ま
だ

さ
い
こ
う
が
く
ね
ん

ま
だ
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
 学
 ん
で
、 卒
 

ま
な
 

そ
つ

 業
 ま
で
 色
々
 な
思
い
出
を
作
り
た
い

ぎ
ょ
う
 

い
ろ
い
ろ

と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
ず
っ
と
明
る

く
 仲
 の
よ
い
ク
ラ
ス
で
い
た
い
で
す
。

な
か

 中 央   小  学  校 
ちゅうおう しょう がっ こう

 軽  舞  小 　３
かる まい しょう

 年 
ねん

 桐  木 　 彩  圭 ちゃん（８）
きり き あや か

「ビー 玉 を 転 がしてゴールさせる『にぎやかガラ
だま ころ

ート』です。 難 しかったけど 上  手 にできました」
むずか じょう ず

 富  野  小 　５
とみ の しょう

 年 
ねん

 森  山 　 裕  花 ちゃん（１０）
もり やま ゆう か

「 自分 が 使 っているグローブを 描 きました。 厚 み
じぶん つか か あつ

を 出 すのが難しかったけど、うまく描けました」
だ



紫
陽
花
は
悲
し
き
性
ぞ
散
り
も
せ
ず
花
柄
と
な
り
風
に
転
げ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
本
郷
　
清
水
　
寉
）

朝
ご
と
に
三
キ
ロ
歩
く
三
十
余
年
地
球
儀
見
つ
つ
目
覚
め
の
楽
し
　
　
　
　
　
　
　
　（
本
町
　
飛
谷
　
富
夫
）

瞬
き
の
星
と
星
と
の
あ
わ
い
に
て
欠
け
た
る
月
の
柔
ら
か
く
照
る
　
　
　
　
　
　
　
　（
豊
沢
　
藤
本
　
定
昭
）

（
あ
つ
ま
文
芸
友
の
会
発
行
『
文
芸
あ
つ
ま
　
第
十
一
号
』
か
ら
抜
粋
）

文

芸

あ

つ

ま

皐
 短
　
歌
 皐

＊日本ゼラチン工業組合　http://www.gmi.or.jp/

「
ゼ
ラ
チ
ン
」
と
い
え
ば
、
ゼ
リ
ー
や
グ

ミ
な
ど
の
洋
菓
子
を
連
想
し
ま
す
が
、
そ
れ

以
外
に
も
、
暮
ら
し
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で

活
躍
す
る
ゼ
ラ
チ
ン
の
幅
広
い
用
途
や
魅
力

を
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
日
本
ゼ
ラ

チ
ン
工
業
組
合
が
制
定
し
ま
し
た
。
ゼ
ラ
チ

ン
が
フ
ラ
ン
ス
菓
子
や
料
理
に
好
ん
で
使
わ

れ
る
こ
と
か
ら
、
フ
ラ
ン
ス
の
代
表
的
な
記

念
日
で
あ
る
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
が
始
ま
っ
た

七
月
十
四
日
が
由
来
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ゼ
ラ
チ
ン
の
起
源
は
、
古
代
エ
ジ
プ
ト
の

ニ
カ
ワ
（
膠
）
製
造
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
ニ
カ
ワ
と
は
天
然
物
を
原
料
と
す
る

接
着
剤
で
、
化
学
接
着
剤
が
発
明
さ
れ
る
ま

で
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
利
用
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
例
え
ば
、
エ
ジ
プ
ト
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
か

ら
出
土
し
た
 棺
 や
調
度
品
、
美
術
工
芸
品
な

ひ
つ
ぎ

ど
に
も
、
ニ
カ
ワ
が
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
が

分
か
っ
て
い
ま
す
。

現
在
で
も
ニ
カ
ワ
は
、
古
い
弦
楽
器
の
接

着
に
使
わ
れ
て
お
り
、
市
販
の
接
着
剤
に
比

べ
接
着
力
は
弱
い
も
の
の
、
木
面
の
接
着
で

は
木
工
ボ
ン
ド
よ
り
も
強
固
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
熱
を
加
え
た
り
、
湿
ら
せ
た

り
す
る
こ
と
で
簡
単
に
は
が
す
こ
と
が
で
き
、

楽
器
を
繰
り
返
し
修
復
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
さ
ら
に
、
ニ
カ
ワ
に
は
音
の
伝
達
を
よ

く
す
る
働
き
が
あ
り
、
楽
器
に
と
っ
て
は
理

想
的
な
接
着
剤
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
ゼ
ラ
チ
ン
が
使
用
さ
れ
て
い

る
の
は
、「
工
業
用
」
と
し
て
は
写
真
用
フ
ィ

ル
ム
や
印
画
紙
の
「
写
真
乳
剤
」
な
ど
。「
医

薬
用
」
と
し
て
は
、
人
体
に
無
害
で
体
内
で

消
化
吸
収
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
薬
の
カ
プ
セ

ル
な
ど
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
食

用
」
と
し
て
意
外
な
と
こ
ろ
で
は
、
ハ
ム
や

ソ
ー
セ
ー
ジ
、
日
本
酒
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

動
物
の
た
ん
ぱ
く
質
で
あ
る
「
コ
ラ
ー
ゲ

ン
」
か
ら
抽
出
さ
れ
る
ゼ
ラ
チ
ン
は
、
高
血

圧
や
骨
粗
し
ょ
う
症
の
予
防
、
肌
の
保
湿
性

の
維
持
な
ど
、
老
化
や
美
容
に
も
効
果
が
あ

る
と
い
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
注
目
度
は
ま
す

ま
す
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

７月１４日は「ゼラチンの日」「ゼリーの日」

今 月 の 記 念 日

七
月
十
四
日
（
金
）
・
十
五
日
（
土
）

は
厚
高
祭
で
す
。

一
日
目
は
体
育
館
で
の
ス
テ
ー
ジ
発

表
に
な
り
ま
す
。
生
徒
会
企
画
の
イ
ベ

ン
ト
で
始
ま
り
、
こ
の
メ
イ
ン
は
一
学

年
か
ら
三
学
年
の
各
ク
ラ
ス
に
よ
る
演

劇
発
表
で
す
。
優
勝
ク
ラ
ス
に
与
え
ら

れ
る
金
熊
賞
。
こ
の
賞
を
め
ぐ
る
各
ク

ラ
ス
の
熱
演
は
一
見
に
値
し
ま
す
。

二
日
目
に
は
、
各
学
年
が
H
R
教
室

で
、
出
店
や
ゲ
ー
ム
場
な
ど
催
し
ま
す
。

写
真
部
と
美
術
部
、
書
道
の
授
業
で
の

作
品
展
な
ど
普
段
の
本
校
生
徒
の
活
動

の
一
部
を
見
て
い
た
だ
け
る
コ
ー
ナ
ー

も
あ
り
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
チ
ャ
リ
テ

ィ
ー
バ
ザ
ー
は
地
域
か
ら
譲
り
受
け
た

品
を
売
り
、
収
益
を
社
会
福
祉
団
体
に

全
額
寄
付
す
る
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
。

食
堂
バ
ザ
ー
は
保
護
者
の
協
力
の
も
と

に
運
営
す
る
レ
ス
ト
ラ
ン
。
そ
し
て
、

校
内
の
装
飾
は
「
物
語
」
を
テ
ー
マ
と

し
て
い
ま
す
。
学
校
全
体
に
施
さ
れ
る

夢
あ
ふ
れ
る
物
語
の
世
界
も
必
見
で
す
。

全
校
生
徒
で
皆
さ
ん
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

一
般
公
開
時
間
の
お
知
ら
せ

７
月
　
日
（
金
）

１４

　
　
時
　
分
～
　
時
　
分

１０

２５

１４

５０

７
月
　
日
（
土
）

１５

　
　
時
～
　
時

１０

１５

厚 高 祭

▽

苦

厚高インフォメーション
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でででででででででででででででででででで
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

地
区
保
健
福
祉
推
進
員
で
す

！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！

よよよよよよよよよよよよよよよよよよよよ
ろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろ
しししししししししししししししししししし
くくくくくくくくくくくくくくくくくくくく
おおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたた
しししししししししししししししししししし
まままままままままままままままままままま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す

！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！

★「苫小牧市医師会ホームページ」にも休日当番医表を掲載しています。　　ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｔｏｍａ-ｍｅｄ．ｏｒ．ｊｐ/

　また、携帯電話のインターネットアクセスで休日当番医のＷｅｂサイトにアクセスできるようになりました。

　携帯電話用　ＵＲＬ　ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｔｏｍａ-ｍｅｄ．ｏｒ．ｊｐ/ｐｈｏｎｅ/

　※ご利用の携帯電話の種類によっては、うまく表示できない場合がありますのでご了承願います。

（住所） 苫小牧市旭町２－５－４
（電話番号）  ０１４４－３５－０００１

受　付　時　間曜　　　日

１９：００～翌朝７：００月曜日～金曜日

１４：００～翌朝７：００土曜日

 ９：００～翌朝７：００日曜日

 ９：００～翌朝７：００年末年始（１２／３１～１／３）

※休日は当番医のほかに、急病センターも診察を受け付けています。

苫小牧夜間休日急病センター（内科・小児科のみ）

１
　
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成

　
地
域
に
お
け
る
連
帯
感
の
醸
成
、
異

世
代
交
流
、
要
援
護
者
に
対
す
る
支
援

体
制
の
整
備

２
　
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成

　
高
齢
者
世
帯
へ
の
声
か
け
や
見
守

り
・
除
雪
・
悪
質
な
訪
問
販
売
へ
の
対
応
、

児
童
の
安
全
確
保
、
社
会
福
祉
協
議
会

な
ど
と
の
連
携

３
　
地
域
に
お
け
る
情
勢
把
握

　
要
援
護
世
帯
に
対
す
る
情
報
把
握
→

民
生
児
童
委
員
と
の
連
携
、
近
隣
の
協

力
体
制
の
把
握
な
ど

４
　
地
域
に
お
け
る
健
康
づ
く
り
事
業

町
民
の
皆
さ
ん
が
、
健
康
で
安
心
し

て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
た
め
、
ま
た
、
皆
さ
ん
の

参
加
と
協
同
・
連
帯
に
よ
る
思
い
や
り

の
あ
る
質
の
高
い
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

を
実
現
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、「
厚

真
町
健
康
と
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
の
推

進
に
関
す
る
条
例
」
を
制
定
し
ま
し
た
。

こ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
地
区

保
健
福
祉
推
進
員
を
設
置
し
、
各
自
治

会
に
町
長
か
ら
委
嘱
（
平
成
十
八
年
四

月
一
日
付
け
）
さ
れ
ま
し
た
。

　
地
区
保
健
福
祉
推
進
員
の
お
も
な
取

り
組
み
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

担当保健師地区保健福祉推進員自治会

津田宮崎　和弘幌内

津田永澤　文康富里

津田山城　正洋高丘

津田早坂　信一吉野

谷口宮口　鐵男東和

谷口小林　秀太郎桜丘

谷口畑島　武夫朝日

中山飛谷　光男本郷

中山新飯田　治本郷団地

中山 田中　貴弘向陽団地

谷口三上　正巳幌里

谷口岡　敬治幌里開拓

中山富永　洋子東町

中山田中　淳一西町

中山斉藤　哲郎表町団地

久保近藤　恭子南町

久保加賀谷　光隆北町

久保佐伯　智新町

津田高橋　正道宇隆

久保伴　敏治美里

津田羽根　美千代ルーラル

津田山川　健治豊沢

谷口多田　辰夫上野

久保荒井　信博豊川

久保高安　正共栄

久保細川　隆雄富野

中山板橋　浩隆上厚真

久保大蔵　浩司共和

久保澤口　みどり共和団地

谷口加藤　節厚和

谷口本田　晃鯉沼

谷口池田　シゲ子浜厚真

久保丹羽　康弘軽舞

津田浅野　義昭豊丘

谷口中田　鐘太郎鹿沼

の
実
施

　
健
康
や
医
療
に
対
す
る
学
習
会
の
開

催
、
地
域
に
お
け
る
健
康
実
践
、
各
種

検
診
の
受
診
率
向
上
啓
発
な
ど

＊
「
厚
真
町
健
康
と
福
祉
の
ま
ち
づ
く

り
の
推
進
に
関
す
る
条
例
」
に
つ
い
て

は
、
後
日
詳
し
く
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

＊
各
自
治
会
担
当
保
健
師
も
掲
載
し
ま

し
た
。
健
康
に
関
す
る
こ
と
や
、
介
護
・

介
護
予
防
に
関
す
る
こ
と
な
ど
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇

　
　
　
　
　
　
　
　

保健の掲示板

８８月月

（診察時間）９：００～１７：００
　当番医は変更になることがあります。
　新聞等で確認するか、当日病院へお問い合わ
せください。
（お知らせ）
『北海道救急医療・広域災害情報システム』を
利用して近くの医療機関などが検索できます。
ホームページアドレス
　　　ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｑｑ．ｐｒｅｆ．ｈｏｋｋａｉｄｏ．ｊｐ

電話　フリーダイヤル　０１２０－２０－８６９９
　　　携帯電話・PHSからは
　　　　　　　　　　０１１－２２１－８６９９

電 話 番 号住　所（苫小牧市）病　　院　　名区分日程

（０１４４）７１－２２２５桜木町１－２４－１８柴田内科循環器科内科系６日
（日） （０１４４）３２－５４７０双葉町２－１０－１７双葉外科医院外科系

（０１４４）５１－２８１１沼ノ端５７１－１７浪岡内科消化器科クリニック内科系１３日
（日） （０１４４）３６－１２２１新中野町３－９－１０同樹会苫小牧病院外科系

（０１４４）３４－４５６５表町５－２－３吉川医院内科系２０日
（日） （０１４４）７２－７０００矢代町２－９－１３苫小牧日翔病院外科系

（０１４４）３２－２３３５新中野町３－５－１８みなかみ医院内科系２７日
（日） （０１４４）７１－２０００日新町２－６－１ケーアンドエークリニック外科系

８月の日曜・祝日当番医

★保健福祉課は総合ケアセンター『ゆくり』内にあります。

とき　２１日（月）～２５日（金）※２４日（木）午後は休診です。

ところ　あつまクリニック

受け付け　接種希望当日に保健福祉課で受け付けを済ま

　　　　せてください。受付時間は９：００～１６：００です。

対象・１期初回－初めての場合には、生後３カ月から１２カ

　　　月までが標準的な接種年齢となります。１期初回

　　　を１回以上接種して、生後１２カ月を超えている場

　　　合は４８カ月までにできるだけ終了させてください。

　　・１期追加－１期初回接種（３回）終了後、１２カ月から

　　　１８カ月までに接種してください。

　※上記以外の場合は町保健師にご相談ください。

持ち物　母子手帳、印章

三三三三三三三三三三三三種種種種種種種種種種種種混混混混混混混混混混混混合合合合合合合合合合合合予予予予予予予予予予予予防防防防防防防防防防防防接接接接接接接接接接接接三種混合予防接種種種種種種種種種種種種種

とき　７日（月）１３：３０～１６：００

ところ　総合ケアセンターゆくり

対象　町内にお住まいの妊婦さん

　　とパートナー。

持ち物　母子手帳、筆記用具　　

申し込み　７月２７日（木）までに保

　　　　健福祉課健康支援係へご

　　　　連絡ください。

その他　動きやすい服装でお越し

　　　ください。

母母母母母母母母母母母母親親親親親親親親親親親親教教教教教教教教教教教教母親教室室室室室室室室室室室室室

とき・ところ　２１日（月）

　９：３０～１２：００　総合ケアセンターゆくり前

　１３：３０～１４：３０　厚南会館前

　１５：００～１６：００　北電苫東厚真火力発電所前

献献献献献献献献献献献献血血血血血血血血血血血血ににににににににににににごごごごごごごごごごごご協協協協協協協協協協協協力力力力力力力力力力力力くくくくくくくくくくくく献血にご協力くだだだだだだだだだだだだだささささささささささささいいいいいいいいいいいいさい

とき　８/２８（月）～９/１（金）

　　　※８/３１（木）午後は休診です。　

ところ　あつまクリニック

受け付け　接種希望当日に保健福祉課で受け付け

　　　　を済ませてください。

　　　　　受付時間は９：００～１６：００です。

対象　①生後１２カ月～２４カ月までのお子さん。

　　　②平成１２年４月２日～平成１３年４月１日生

　　　　まれのお子さん（小学校就学前の１年間

　　　　にあたるお子さん）

※上記以外の場合は町保健師にご相談ください。

持ち物　母子手帳、印章

MMMMMMMMMMMMRRRRRRRRRRRRMR混混混混混混混混混混混混混合合合合合合合合合合合合（（（（（（（（（（（（麻麻麻麻麻麻麻麻麻麻麻麻ししししししししししししんんんんんんんんんんんん・・・・・・・・・・・・風風風風風風風風風風風風しししししししししししし合（麻しん・風しんんんんんんんんんんんんん）））））））））））））予予予予予予予予予予予予防防防防防防防防防防防防予防接接接接接接接接接接接接種種種種種種種種種種種種接種

対象　生後３～６カ月、９～１２カ月の

　　お子さんで各月齢とも初回者のみ。

　　（個別に通知します）

とき　２日（水）

　　３～６カ月児　１３：００～１３：２０　

　　９～１２カ月児　１３：３０～１３：５０

ところ　総合ケアセンターゆくり

持ち物　母子手帳、バスタオル

乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳児児児児児児児児児児児児健健健健健健健健健健健健乳児健診診診診診診診診診診診診診



　　
6
月
　
日
午
前
　
時
　
分
ご
ろ
、
田

18

10

10

舎
ま
つ
り
の
本
祭
が
行
わ
れ
て
い
た
厚

真
ダ
ム
会
場
で
、
祭
り
に
来
て
い
た
女

性
の
ハ
ン
ド
バ
ッ
グ
か
ら
財
布
が
抜
き

取
ら
れ
る
窃
盗
事
件
が
発
生
し
ま
し

た
。犯

行
を
見
て
い
た
人
が
犯
人
の
特
徴

を
警
察
に
通
報
し
て
く
れ
た
こ
と
で
、

約
1
時
間
後
会
場
内
に
い
た
安
平
町
在

住
の
男
を
逮
捕
し
ま
し
た
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。泥

棒
は
、
人
が
集
ま
る
場
所
を
狙
っ

て
い
ま
す
。
祭
り
な
ど
人
が
集
ま
る
場

所
へ
お
出
か
け
の
時
に
は
、
近
く
に
泥

棒
が
い
る
か
も
し
れ
な
い
も
の
と
十
分

注
意
し
て
、
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
必
要
以
上
の
現

金
は
、
持
ち
歩
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先
　

　
厚
真
駐
在
所
（
緯
２
７
献
２
５
１
０
）

　
5
月
　
日
に
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

19

で
行
っ
た
「
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
に

は
、
多
数
の
皆
さ
ん
に
ご
来
場
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
集
ま
っ
た
衣
類
は
、

約
半
分
を
無
料
で
提
供
す
る
こ
と
が
で

　
役
場
保
健
福
祉
課
健
康
支
援
係

※
配
布
は
、
各
保
健
福
祉
事
務
所
で
も

行
っ
て
い
ま
す
。

■
試
験
の
日
時

　
　
月
　
日
（
日
）　
午
前
　
時
開
始

１０

２２

１０

■
会
　
場

　
道
内
６
会
場
（
札
幌
、
函
館
、
旭
川
、

網
走
、
帯
広
、
釧
路
）

■
受
験
申
込
書
の
受
け
付
け
・
提
出
先

・
受
付
期
間

　
７
月
　
日
（
金
）
～
８
月
　
日
（
火
）

１４

１５

・
指
定
試
験
実
施
機
関

　
北
海
道
社
会
福
祉
協
議
会

※
申
し
込
み
は
、
指
定
試
験
実
施
機
関

あ
て
に
専
用
封
筒
に
よ
る
郵
送
の
み
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
保
健
福
祉
課
健
康
支
援
係

（
緯
２
６
献
７
８
７

１
内
線
１
０
５
）

　
道
の
仕
事
の
こ
と
で
、
皆
さ
ん
自
身

の
利
害
に
か
か
わ
る
苦
情
は
、「
苦
情
審

査
委
員
」
に
申
し
立
て
く
だ
さ
い
。

　
簡
易
な
手
続
き
で
、
苦
情
審
査
委
員

が
中
立
的
な
立
場
か
ら
、
道
の
業
務
や

制
度
の
内
容
を
調
査
す
る
な
ど
苦
情
の

解
決
に
向
け
て
、
迅
速
に
処
理
し
ま
す
。

　
ま
た
、
個
人
情
報
の
保
護
に
は
十
分

配
慮
し
ま
す
。

き
ま
し
た
。

　
残
っ
た
も
の
は
、
国
連
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
平

和
団
体
に
認
定
さ
れ
て
い
る
、
新
日
本

婦
人
の
会
に
所
属
す
る
厚
真
の
会
員
の

方
々
に
取
り
扱
い
を
ゆ
だ
ね
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

　
取
り
扱
い
は
、
　

月
3
日
文
化
の
日

１１

に
毎
年
実
施
さ
れ
て
い
る
「
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
」
で
有
料
販
売
し
、
そ
の

収
益
に
つ
い
て
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
に

芸
術
鑑
賞
の
機
会
を
提
供
す
る
目
的

で
、
劇
団
を
招
へ
い
す
る
資
金
に
充
て

ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
な
お
か
つ
残
っ
た
も
の
に
つ

い
て
は
、
海
外
で
必
要
と
さ
れ
て
い
る

国
々
の
人
た
ち
に
日
本
医
療
セ
ン
タ
ー

を
経
由
し
て
送
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
さ
ん
に
ご

報
告
い
た
し
ま
す
。

　
子
育
て
サ
ー
ク
ル

「
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
発
起
人
一
同

　
北
海
道
介
護
支
援
専
門
員
実
務
研
修

受
講
試
験
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
試
験
案

内
・
申
込
書
な
ど
を
次
の
と
お
り
配
布

い
た
し
ま
す
。

■
試
験
案
内
・
受
験
申
込
書
等
の
配
布

・
配
布
期
間

　
７
月
　
日
（
月
）
～
８
月
　
日
（
火
）

１０

１５

　
　
　
　
　
　〈
土
・
日
曜
日
を
除
く
〉

・
配
布
場
所

　
総
合
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
「
ゆ
く
り
」
内

■
苦
情
の
窓
口

　
道
　
庁
／
道
政
相
談
セ
ン
タ
ー

　
各
支
庁
／
道
政
相
談
室

■
苦
情
の
申
し
立
て
方
法

　
所
定
の
「
苦
情
申
立
書
」
に
必
要
事

項
を
記
入
し
提
出

■
提
出
方
法

　
郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
メ
ー
ル
で
も

申
し
立
て
が
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
北
海
道
知
事
政
策
部
知
事
室
道
政
相

談
セ
ン
タ
ー
（
衣
０
６
０
―
８
５
８
８

札
幌
市
中
央
区
北
３
条
西
６
丁
目
、
緯

０
１
１
―
２
０
４
―
５
０
２
２
、
胃
０

１
１
―
２
４
１
―
８
１
８
１
、Ｅ

―ｍ

ｅ
ｉ
ｌ
：
ｓ
ｏ
ｕ
ｄ
ａ
ｎ

・ｓ
ｏ
ｕ
ｄ

ａ
ｎ

・＠
ｐ
ｒ
ｅ
ｆ

・ｈ
ｏ
ｋ
ｋ
ａ
ｉ
ｄ

ｏ

・ｌ
ｇ

・ｊ
ｐ

）

■
お
　
題

　「
月
」
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

■
詠
進
の
期
間
　
　
９
月
　
日
ま
で

３０

■
詳
　
細

　
宮
内
庁
の
詠
進
要
領
が
役
場
総
務
課

広
報
広
聴
係
に
あ
り
ま
す
の
で
、
希
望

の
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
緯
２
７
献
２
３
２
１
内
線
２
１
７
）

 

情
報
ひ
ろ
ば

　
　苫小牧交通安全センターで行っている運転免許証更新時講習（優
良）の日程をお知らせします。
怯午前１０時開講：２日（水）、４日（金）、７日（月）、９日（水）、
　　　　　　　　１４日（月）、１７日（木）、２１日（月）、２３日（水）、
　　　　　　　　２５日（金）、２９日（火）、３１日（木）
怯午後１時３０分開講：８日（火）、２８日（月）
怯午後３時３０分開講：１日（火）、１５日（火）　　　　　　　　
※このほかの講習日程（一般、違反、初回）については、下記ま
　でお問い合わせください。
※優良は５年以上継続して免許のある方で、過去５年間無事故・
　無違反の方。
■問い合わせ先　花苫小牧地区交通安全協会（緯０１４４－３３－１４５８）

８月の運転免許証更新時講習の日程

詠
進
歌

平
成
　
年
歌
会
始
の
お
題

１９

は
「
月
」で
す

　サマージャンボ宝くじは、１等・前後賞合わせて
３億円！２等も１億円！
　この宝くじの収益金は、市町村の明るく住みよい
まちづくりに使われます。

■ 発売期間     ７月１３日（木）～８月１日（火）

■抽せん日 ８月１１日（金）

■賞　　金 １等：２億円×４２本、前後賞各：５，０００万円

　　　　　　  ２等：１億円×１２６本

サマージャンボ宝くサマージャンボ宝くじじ

申
　
立

道
政
へ
の
苦
情
は

北
海
道
苦
情
審
査
委
員
へ

試
　
験

介
護
支
援
専
門
員
実
務
研

修
受
講
試
験
の
お
知
ら
せ

注
　
意

人
が
集
ま
る
場
所
へ

出
か
け
る
時
は
ご
注
意
を

報
　
告

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の

残
っ
た
も
の
の
取
り
扱
い



上
の
グ
ル
ー
プ
で
あ
れ
ば
、
随
時
受
け

付
け
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
指
導
し

ま
す
（
予
約
が
必
要
で
す
）
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
こ
ぶ
し
の
湯
あ
つ
ま

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
緯
０
１
２
０
献
２

２
献
７
１
２
６
）

　
北
海
道
で
は
、
７
月
を
「
不
正
軽
油

防
止
強
化
月
間
」
と
し
、
不
正
軽
油
の

撲
滅
を
図
る
た
め
、
運
送
会
社
や
販
売

店
な
ど
に
対
し
、
呼
び
か
け
を
行
う
な

ど
取
り
組
み
を
強
化
し
ま
す
。

　
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
公
道
を
走
行
す
る
デ

ィ
ー
ゼ
ル
車
の
燃
料
と
し
て
軽
油
以
外

の
油
を
販
売
し
た
り
、
使
用
す
る
な
ど

の
行
為
は
、
悪
質
な
軽
油
引
取
税
の
脱

　
日
ご
ろ
か
ら
、
こ
ぶ
し
の
湯
あ
つ
ま

を
ご
利
用
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　
こ
ぶ
し
の
湯
あ
つ
ま
で
は
、
７
月
か

ら
お
客
様
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
図
る

た
め
、
回
数
券（
　
枚
 綴
 ）を
購
入
ご
希

つ
づ
り

１２

望
の
方
に
、
自
宅
ま
で
回
数
券
を
お
届

け
し
ま
す（
町
民
の
方
に
限
り
ま
す
）
。

　
ま
た
、
贈
答
用
入
浴
券（
１
枚
か
ら
）

も
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
加
工
体
験
会
に
お
越
し
く
だ
さ
い

（
７
月
～
　
月
）

１０

　
地
元
で
生
産
さ
れ
た
農
畜
産
物
を
使

っ
て
、
加
工
体
験
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
加
工
体
験
会
の
ほ
か
に
も
、
５
人
以

月
　
間

７
月
は
「
不
正
軽
油
防
止

強
化
月
間
」で
す

 
I
N
F
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R
M
A
T
I
O
N

税
行
為
で
す
。
こ
う
し
た
不
正
軽
油
の

販
売
や
使
用
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ

う
。
な
お
、
不
正
軽
油
に
関
す
る
情
報

が
あ
り
ま
し
た
ら
、「
不
正
軽
油
ス
ト
ッ

プ
一
一
〇
番
」
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

緯
「
不
正
軽
油
ス
ト
ッ
プ
一
一
〇
番
」

（
フ
リ
ー
ア
ク
セ
ス
）

　
０
８
０
０
献
８
０
０
２
献
１
１
０

■
問
い
合
わ
せ
先

　
胆
振
支
庁
苫
小
牧
道
税
事
務
所

（
緯
０
１
４
４
献
３
２
献
５
１
７
８
）

　
夏
の
到
来
と
と
も
に
、
海
や
川
に
出
か

け
る
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。

　
キ
ャ
ン
プ
や
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
な
ど

の
ア
ウ
ト
ド
ア
・
レ
ジ
ャ
ー
が
盛
ん
に

な
る
一
方
で
、
遊
泳
禁
止
の
場
所
で
の

　特定疾患医療受給者証を１０月１日以降も引き
続き使用するには、更新手続きが必要です。
　必要書類をそろえ、保健所にお持ちくださる
か、郵送してください。

●必要書類
　①有効期間更新申請書兼臨床調査個人票
　②世帯全員の住民票
　③健康保険証の写し
　④平成１７年の所得税額を証明する書類
　　国保の方／世帯全員分（扶養されていること
　　　　　　　が証明される場合は不要です）
　　国保以外の方／本人または扶養する方の分
　　　※住民税を支払っていない場合は、平成１８
　　　　年度町道民税の課税証明書が必要です。
　⑤世帯調書（国保の方のみ。用紙は保健所にあります）
　⑥同意書（受給者番号が00～45で始まる方のみ）
　　※①は記載日から、②は発行日から３カ月以
　　　内のもの

ウイルス性肝炎進行防止対策・橋本病重症患者
対策医療受給者証の更新手続きについて
　ウイルス性肝炎進行防止対策・橋本病重症患者
対策医療受給者証を１０月１日以降も引き続き使
用するには、更新手続きが必要です。
　対象となる方へは、個別に案内します。

●受付期間　７月１日（土）～９月３０日（土）
　　　　　　（土曜・日曜・祝日は休みです）

●提出・問い合わせ先
　苫小牧保健所健康推進課保健予防係
　衣０５３－００２１
　　苫小牧市若草町２丁目２－２１
　　（緯０１４４－３４－４１６８）

特定疾患医療受給者証の

更新手続きについて

劇団かかし座　影絵劇「長靴をはいたねこ」
◆８／２７（日）１４：００開演、チケットは前売り
券で大人５００円、子ども３００円（４歳以上中学生以下）

木久蔵・きくお親子落語会
◆９／１９（火）１９：００開演、チケットは全席指
定で一般３，０００円

共通事項
会場／苫小牧市文化会館
チケット販売開始日／７月１５日（土）
販売場所／苫小牧市教育委員会、ｅｇａｏほか
問い合わせ先／苫小牧市教育員会
　　　　　　　（緯０１４４－３２－６７５２）

受　付　期　間応　　募　　資　　格募  集  種  目

８月１日（火）

　　　～

９月８日（金）

平成１９年４月１日現在、１８歳以
上２４歳未満の方

一般曹候補学生
（男女共通）

平成１９年４月１日現在、１８歳以
上２７歳未満の方

曹候補士
（男女共通）

２等陸・海・空士
（女子）

年間を通じて行
っています。

２等陸・海・空士
（男子、３・４月採用）

平成１８年１０月１日現在、１８歳以
上２７歳未満の方（高校生を除く）

２等海・空士
（男子、１０月採用）

自衛官募集案内
■問い合わせ先２５自衛隊札幌地方連絡部
　苫小牧出張所（緯０１４４－３２－３７２５）と

な
り
マ
チ
の
催
し

注
　
意

水
難
事
故
に

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

サ
ー
ビ
ス

こ
ぶ
し
の
湯
あ
つ
ま
の

回
数
券
を
お
届
け
し
ま
す

参加料時間月日メニュー

１，１００円
１１：００～
１５：００

７／２３手打ちうどん

１，１００円
１１：００～
１５：００

８／２０
１０／１５

手打ちそば

１，６００円
１０：００～
１５：００

８／６豆腐・ソーセージ

１，２００円
１０：００～
１５：００

９／３
９／１０

トマトジュース・
アイスクリーム

※曜日はすべて日曜日で、募集人数はそれ
　ぞれ１０人です。

水
難
事
故
や
水
上
オ
ー
ト
バ
イ
な
ど
に

よ
る
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　
事
故
の
な
い
楽
し
い
夏
を
過
ご
す
た

め
に
、
次
の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
海
水
浴
場
な
ど
の
指
定
さ
れ
た
場
所

で
、
自
分
の
技
量
と
体
力
に
応
じ
て
泳

ぎ
ま
し
ょ
う
。

・
体
調
不
良
の
と
き
や
飲
酒
し
て
の
遊

泳
は
事
故
の
も
と
で
す
。
無
理
を
し
た

り
、
絶
対
に
お
酒
を
飲
ん
で
泳
が
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
水
上
オ
ー
ト
バ
イ
な
ど
は
、
遊
泳
区

域
に
入
ら
な
い
、
遊
泳
者
な
ど
に
注
意

す
る
な
ど
安
全
航
行
に
努
め
、
救
命
胴

衣
を
必
ず
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

・
釣
り
は
、
救
命
胴
衣
を
着
用
し
て
安

全
な
場
所
を
選
び
、
高
波
時
の
防
波
堤
、

流
れ
の
速
い
岸
辺
や
滑
り
や
す
い
岩
場

な
ど
で
は
や
め
ま
し
ょ
う
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
苫
小
牧
警
察
署



２００６年７月
ＮＯ．６４７

６月末日現在の人口

５，１３０人（前月比 －１２）
男 ２，５０４人／女 ２，６２６人

世帯数 ２，０２４

■今月の表紙

　６月１２日、第３８回町家畜共進会が行われている会場で、

前日の運動会で代休だった酪農を営んでいる家の小学生

が、牛を引いている姿を見ることができました。
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広
報
あ
つ
ま

■今月の内容

田舎まつりフォトアルバム

ごみの分別できていますか？

平成１８年第２回町議会定例会

まちの話題

いきいきふるさと図鑑

みんなの広場

まなびや

健康情報・保健の掲示板

情報ひろば

大藏　 諒 く　ん
りょう

Ｈ１６・８・４生
父― 幸　男さん
母― めぐみさん

（共　和）

「明るく活発で、ちょっときかないところもある

かな？家の中では大好きな車のおもちゃで遊ん

でいます。暖かくなってからは外遊びに夢中で、

石ころを集めて喜んでいます。」

わが家のアイドルはこんな子です。

深澤   萌  々  香 ちゃん
も も か

Ｈ１６・８・１６生
父― 稔　宏さん
母― 章　子さん

（富　里）

「いつもニコニコ笑っている、明るくやんちゃな

性格です。抱っこをしてもらっているときが一番

上機嫌という甘えんぼうなところもありますね。

この子の笑顔は最高です！」

わが家のアイドルはこんな子です。

広
報
紙
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
は
カ
ラ
ー
写
真
で
掲
載
し
て
い
ま
す
。


